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公
明
党
が
主
導
し
た
大
阪

府
の
違
法
ド
ラ
ッ
グ

(い
わ

ゆ
る
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
)
対
策

が
着
実
に
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
。
対
策
の
柱
は
、
条
例

の
制
定
(2
0
1
2年
ロ
月
)

に
よ
っ
て
国
に
先
行
し
て
府

独
自
の
違
反
薬
物
を
指
定

し
、
購
入
や
使
用
に
加
え
単

純
な
所
持
に
も
全
国
で
初
め

て
罰
則
を
設
け
た
こ
と
だ
。

さ
ら
に
、
警
察
に
よ
る
販
売

庖
舗
へ
の
立
ち
入
り
調
査
や

買
い
上
げ
に
よ
る
成
分
分
析
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府
薬
務
課
と
ド
ラ
ッ
グ
対
策
を
め
ぐ
り
懇
談
す
る

(右
か
ら
)
藤
村
、
後
藤
、
八
重
樫
の
各
府
議

日月

公
共
施
設
を
適
正
管
理

固茸Z週丑盃J~E霊童彊|大阪府|
検
査
も
実
施
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
日
年
の
ピ
1
ク
時

に
は
、
府
内
に

η庖
舗
あ
っ

た
違
法
ド
ラ
ッ
グ
販
売
庖
舗

数
は
、
今
年
5
月
末
時
点
で

幻
庖
舗
に
半
減
。
薬
物
中
毒

な
ど
の
症
状
に
よ
る
救
急
病

院
搬
送
数
も
、
ロ
年
に
紛
件

あ
っ
た
も
の
が
、
日
年
に
は

叩
件
に
激
減
し
た
。。

こ
う
し
た
自
に
見
え
る
成

果
に
つ
い
て
、
府
議
会
公
明

党
(
清
水
義
人
幹
事
長
)
の

果
た
し
た
役

守大き

販
売
屈
が
ピ
ー
ク
時
よ
り
半
減

ロ
年
3
月
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公

明

の

リ

l
ド
で
府
が
取
り
組
み
強
化

康
福
祉
委
員

会
で
、
公
明
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党

の

藤

村

昌

警

察

が

立

ち

入
り
調
査

不
・
創
眼
占
墜

防

限

h
p

隆
議
員
は
、

①
薬
物
乱
用
を
取
り
締
ま
る

条
例
の
制
定
②
違
法
ド
ラ
ッ

グ
対
策
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
発
足
ー
ー
を
提
案
。

次
い
で
、
藤
村
議
員
は
同
年

叩
月
議
会
の
一
般
質
問
で

も、

①
違
法
ド
ラ
ッ
グ
販
売

居
舗
に
関
す
る
情
報
提
供
の

体
制
"
つ
く
り
②
不
動
産
協
会

に
対
す
る
違
法
ド
ラ
ッ
グ
庖

と
の
契
約
打
ち
切
り
の
要
請

ー
ー
を
求
め
た
。
加
え
て
清

水
幹
事
長
、
中
村
広
美
議
員

ら
も
対
策
強
化
を
迫
っ
た

0
.

こ
れ
に
対
し
、
府
は
ロ
年

5
月
に
は
違
法
ド
ラ
ッ
グ
対

策
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
l
ム
を
発

足
さ
せ
、
府
の
薬
物
乱
用
防

止
戦
略
の
改
定
に
着
手
。
相

談
・
情
報
提
供
の
窓
口
と
し

て
「
ス
ト
ッ
プ
!
違
法
ド
ラ

ッ
グ
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し

た
。一

方
、
条
例
制
定
に
つ
い

一

そ
の
上
で
、
「
区
有
施
設
見

一は
、
臼
万
2
0
0
0平
方
針
あ

一

一
直
し
方
針
」
に
つ
い
て
は
、
有
一
る
区
有
施
設
の
総
延
床
面
積
一

E 

て
は
、
，
国
の
法
令
に
対
す
る

条
例
の
上
書
き
権
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
府
は
関
連
す
る
薬
事
法

に
つ
い
て
「
国
の
規
制
強
化

を
待
ち
た
い
」
と
の
態
度
に

終
始
し
て
い
た
。
し
か
し
、

ロ
年
5
月
に
大
阪
市
福
島
区

で
、
同
年
6
月
に
大
阪
市
中

央
区
で
、
脱
法
ハ
!
ブ
を
吸

引
し
た
男
性
が
車
を
運
転

し
、
商
庖
街
な
ど
を
暴
走
し

て
人
を
は
ね
る
事
故
が
相
次

い
で
発
生
。
全
国
的
な
ニ
ユ

-
違
法
ド
ラ
ッ
グ
と
は
違
法
ド
ラ
ッ
グ

(
い
わ

ゆ
る
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
〉
は
、
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
の
よ

う
に
陶
酔
感
、
快
感
を
高
め
る
も
の
と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
る
製
品
。
薬
事
法
で
使
用
や
販
売
を
禁
止
し

て
も
、
化
学
構
造
を
少
し
変
え
る
こ
と
で
規
制
を
免

れ
よ
う
と
す
る
ケ
l
ス
が
多
く
、
ハ
ー
ブ
、
お
香
、

ア
ロ
マ
と
称
し
て
、

H

安
全
H

を
装
っ
て
い
る
の
も

特
徴
だ
。

違
法
ド
ラ
ッ
グ
を
使
用
す
る
と
、
幻
覚
や
意
識
障

害
、
幅
吐
、
頭
痛
、
手
足
の
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状

が
現
れ
、
車
を
運
転
し
て
暴
走
事
故
を
起
こ
し
た
り
、

救
急
搬
送
さ
れ
る
事
例
か
相
次
い
で
い
る
。
こ
う
し

た
事
態
に
対
し
政
府
は
7
月
、
薬
物
乱
用
対
策
を
め

ぐ
る
関
係
閣
僚
会
議
を
開
催
。
警
視
庁
も
「
脱
法
ド

ラ
ッ
グ
」
総
合
対
策
推
進
本
部
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、

迅
速
な
実
態
調
査
や
取
り
締
ま
り
の
強
化
、
国
民
へ

の
啓
発
活
動
の
徹
底
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

ー
ス
に
な
っ
た
。

事
態
を
重
く
み
た
府
は
、

公
明
党
が
主
張
し
た
条
例
に

よ
る
規
制
強
化
へ
と
方
針
を

転
換
。
周
年
ロ
月
に
は
「
大

府
議
会
公

明
党
の
八
重

樫
善
幸
政
調

会
長
、
藤
村
、

後
藤
太
平
の

各
議
員
は
先

ご
ろ
、
府
健

康
医
療
部
薬

務
課
と
懇
談

阪
府
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
し
、
「
今
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ

関
す
る
条
例
」
を
完
全
施
行
ッ
ト
に
よ
る
薬
物
販
売
へ
の

さ
せ
、
販
売
庖
排
除
へ
向
け
歯
止
め
な
ど
、
対
策
の
さ
ら

た
不
動
産
業
界
へ
の
協
力
要
な
る
強
化
に
力
を
入
れ
て
い

請
(日
年
3
月
)
も
行
っ
た
。

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
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一
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学
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全

ω校
の
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エ
ア
コ
ン
ま
た
は
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排
除
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